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１．委員会の目的・役割

（１）目的

「風格ある県都を目指すまちづくり構想」を実現す

るため、市が、福島駅東口に整備を目指す福島駅

前交流・集客拠点施設に関し、２０１９年度内に施設

整備基本計画を策定するため、必要な事項を検討

し、助言を行うこと。
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１．委員会の目的・役割

（２）役割

①施設のコンセプトや導入機能等の施設整備

基本構想に関する事項の検討

②施設の機能や規模、管理運営等の施設整備

基本計画に関する事項の検討

③その他、目的を達成するために必要な事項の検討

２



１

【基本計画策定委員会の役割】
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再開発支援：福島市（国・県含む）

基本計画策定委員会

①施設のコンセプトや導入機能等の検討

②施設の機能や規模、管理運営等の検討

福島駅前交流・集客拠点施設整備

基本計画
連携
活用

ホール

会議室

会議室

展示室

ホワイエ

意見・助言

公共施設の戦略的再編整備検討委員会
中心市街地将来ビジョン検討委員会

反映

提言

再開発準備組合福島市

３

風格ある県都を目指すまちづくり構想



２．風格ある県都を目指すまちづくり構想

○公共施設の老朽化
・公会堂（築59年、休館中）
・図書館（築59年）
・中央学習センター（築59年）
・市民会館（築47年）
・消防本部・福島消防署（築47年）
・その他

○市役所本庁舎西棟の建設延期

中心市街地における諸課題

○人口減少、少子高齢化の進展

○中心市街地の空洞化
・中合弐番館の閉館 等

○駅前再開発事業の動き

○サッカースタジアム、新東西自由通路の検討

一方、本市が新しいステージへ飛躍する絶好の機会
①東北中央自動車道の開通
②東京２０２０オリンピック・パラリンピック開催

中心市街地における将来ビジョンや公共施設の再編整備の方向性の検討

４



福島市公共施設の戦略的再編
整備検討委員会
（平成30年5月～ 4回開催）

福島市中心市街地将来ビジョン
検討委員会
（平成30年6月～ 4回開催）

平成30年12月25日

市長へ提言書提出
（平成30年11月27日）

まちづくり懇談会
（４回開催）
平成30年11月

２つの検討委員会からの提言内容を骨格に、まちづくり懇談会等での意見を肉付けし、

市が、「風格ある県都を目指すまちづくり構想」作成、公表

（中心市街地における将来ビジョンや公共施設の再整備に関するグランドデザイン）

５

２．風格ある県都を目指すまちづくり構想

メール等での意見
平成30年6月〜
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３．福島駅前交流・集客拠点施設

（１）福島駅前交流・集客拠点施設とは

７

公会堂の機能及び市民会館の機能の統合化に

より、コンベンション機能を強化し、新たな交流・

集客拠点として、福島駅東口地区市街地再開発

事業（仮称）と連携し、再開発予定地内での整備

を目指す、コンベンションホールや会議室群等で

構成する施設



（２）コンベンションとは

・狭義では、国際会議や、学会や産業団体、政府等が
開催する大規模な会議などを意味する。

・広義では、ＭＩＣＥと同義であり、企業等の会議（Ｍｅｅ

ting）、企業等が行う報奨・研修旅行（Incentive Travel）
国際会議や全国規模の大会、学会等（Convention）、

展示会・見本市、様々なイベント（Event/Exhibition）を

意味する。

⇒風格ある県都を目指すまちづくり構想においては、

広義の意味で用いている。

８

３．福島駅前交流・集客拠点施設



３．福島駅前交流・集客拠点施設

９

（３）福島駅前交流・集客拠点施設の方向性

①多様な交流の創出を図るとともに、交流人口拡大による

賑わいの創出や復興の推進を図るため、コンベンション

機能を強化

②市民利用や文化芸術活動の場として活用

市民生活向上と文化の発展はもとより、

県北全体の定住化・活性化の拠点となる施設

具現化に向けて



３．福島駅前交流・集客拠点施設

１０

（４）検討課題

①公共施設等総合管理計画の基本方針を踏まえた真に必要

な機能の選択や、持続可能な質と量、運営のあり方の検討

が必要

②想定催事の開催件数や利用者数等を分析するとともに、

イニシャルコスト及びランニングコストを含めた費用対効果

等の検証を踏まえ、福島市の強みを十分に活かし拠点性

を強化する内容の検討が必要

③施設の整備や運営面における官民の連携・役割分担につ

いて検討が必要
➡コンベンション機能の強化にあたり、すべての機能を行政で整備することは困難であり、

会議室機能の一部やバンケット機能、宿泊機能等について民間による整備を期待



３．福島駅前交流・集客拠点施設

１１

（５）基本計画策定に向けて

検討課題等に関する調査結果や策定委員会から

の助言等を踏まえ、

市は、施設のコンセプト、機能、規模、管理運営等

に関する事項を規定する施設整備基本計画を

２０１９年度内に策定予定

策定委員会の役割（再掲）
・施設のコンセプトや導入機能等の施設整備
基本構想に関する事項の検討

・施設の機能や規模、管理運営等の施設整備
基本計画に関する事項の検討



・施設の構成としては、大ホール・多目的ホール（又
は展示ホール）・会議室群による複合型施設として、
拠点性を強化する必要がある。

・施設整備により市が保有する面積は、再編される
施設の現有面積並とし、バンケット機能や会議室機
能の一部などは民間活力による整備を期待する必
要がある。

４．福島市公共施設の戦略的再編整備検討委員会等
における議論の経過

施設機能等について

１２



・既存施設では受入れが困難である比較的大規模
な会議（２，０００～３，０００人規模）について、大ホ
ールや多目的ホール等を合わせた施設全体で対応
できる内容を想定する必要がある。

・大ホールの規模を検討する際には、収益分岐点
（１，５００席程度）や、文化芸術ホールとしての市民
利用機能（６００～１，０００席程度）を考慮する必要
がる。

・既存のホール機能・コンベンション機能との連携や
棲み分けを考慮する必要がある。

施設機能等について

１３

４．福島市公共施設の戦略的再編整備検討委員会等
における議論の経過



・駅前再開発事業と連携することで、保留床取得等
による施設整備が可能となり、用地取得の課題をク
リアできる。また、施設運営時に民間機能と連携し
た効果的・効率的なサービス提供が可能となる。

・施設整備や誘致活動・主催者支援を含めた効果
的な施設管理運営にあたっては、再開発事業者を
含めた民間事業者との連携や役割分担のあり方を
検討する必要がある。

施設機能等について

１４

４．福島市公共施設の戦略的再編整備検討委員会等
における議論の経過



・福島の県都であること

・東日本大震災被災地としての世界的な知名度

・大学が集積し、質の高い教育を提供

（市内５大学）

・交通の要衝であり、首都圏等からもアクセス良好

（鉄道：東北・山形新幹線）

（高速道路：東北道、東北中央道の結節点）

・四季を感じる豊かな観光資源

（３温泉地、浄土平・花見山、フルーツライン等）

福島市の強みについて

１５

４．福島市公共施設の戦略的再編整備検討委員会等
における議論の経過



・商圏として独立した都市圏ではなく、規模が小さい

（福島市は仙台商圏の一部）

・宿泊環境の不足

（駅周辺の客室：シングルタイプが約１，７２０室）

・関係者が一体となったＭＩＣＥの誘致体制・受入れ

体制が確立されていない

福島市の弱みについて

１６

４．福島市公共施設の戦略的再編整備検討委員会等
における議論の経過



４．福島市公共施設の戦略的再編整備検討委員会等
における議論の経過

・まちづくり懇談会における市民の皆様との意見交換

【Ｈ３０．１１月（４回）、Ｈ３１．２月】

・市議会全員協議会における構想の発表・協議

【Ｈ３０．１２月】

・まちづくり関係者等からの提言・要望

・市ホームページ等による市民の皆様からのご意見

の随時募集

その他のご意見等

１７



（１）コンベンション施設の構成

コンベンション施設は一般的に、以下の全て、又は、一部の施設機能に
よって構成される。

施設機能 説 明

①メインホール 段床式で固定席（一部稼働席の場合
もある）を有するホール

②多目的ホール 広々とした空間の平土間式のホール

③展示ホール 大型の搬入口を有する、柱のない大
規模な空間

④会議室群
収容人数の異なる複数の会議室や
研修室。中規模な会議から、学会等
の分科会、各種研修会に対応

１８

５．参考資料



（２）市内の主なコンベンション施設
（福島市コンベンションガイド より）

１９



２０



２１



２２



２３



２４



①公会堂（昭和３４年竣工：築５９年）

【施設概要】
本市の集客施設の中核として長年親しまれてきた
シンボル的施設で、演劇や舞台の鑑賞会、各種講演会
をはじめ、市民芸術活動の発表の場として多くの団体
に利用されてきた。
【施設現況】
①施設老朽化により、平成30年3月末をもって休館
②新耐震基準に不適合
【利用状況】
①年間利用者は約6万人、ホール平均稼働率21％
②年間運営費約5千万円
③立地状況はバス路線・幹線道路沿線外
④市内類似施設
パルセいいざか（1,940席）
県文化センター（1,752席）
福島テルサ（473席）
音楽堂（1,002席） 等

【施設基礎情報】
所在地 :福島市松木町
構造 ：地上3階・地下1階（ＳＲＣ造）
延床面積 ：4,259㎡
駐車場 ：45台
設備 ：ホール1,273席/楽屋控室4室

２５

（３）再編対象施設の概要



②市民会館（昭和４６年竣工：築４７年）

【施設概要】

本市の基幹的集会施設として、長年市民の集会等に

利用されてきた。

【施設現況】

①築47年経過により施設老朽化が進行

②新耐震基準に不適合（避難所指定あり）

【利用状況】

①年間利用者は約19万人、全館平均稼働率42％

②年間運営費約1.3億円

③バス路線・幹線道路沿線に立地している

④施設内に「さんどパーク」、「敬老センター」が併設

⑤市内類似施設

アオウゼ、福島テルサ、中央学習センター 等

【施設基礎情報】
所在地 :福島市霞町
構造 ：地上６階・地下１階（ＲＣ造）
延床面積 ：6,547㎡
駐車場 ：100台

設備 ：ホール×2 / 会議室×19 / 茶室茶道室

×2 / 華道室 / 料理教室 / 音楽室

２６

（３）再編対象施設の概要



駅前再開発事業に
対する法定補助金
は別途必要となる
可能性がある

２７

（４）



６．福島駅東口地区市街地再開発事業（仮称）

福島駅東口市街地再開発準備組合提供資料
２８



名 称 福島駅東口市街地再開発準備組合

住 所 福島県福島市栄町１０番４号 エスケー栄町ビルⅢ

設 立 日 平成３０年４月２日

理 事 長 塚原 洋一（有限会社 大野屋　代表取締役社長）

組 合 員 １１名（再開発計画地区内の地権者は１３名）

事業協力者 野村不動産 株式会社

※ 平成30年12月末現在、地権者13名に対し組合員は11名。
残り2名は今後加入する意向を確認済み。

【当準備組合の概要】

Ⅰ．再開発計画地区の概要

福島駅東口地区第一種市街地再開発事業

福島駅東口市街地再開発準備組合提供資料
２９



【当再開発事業の位置】

再開発計画地区

2021年4月福島県立医科大学
新学部開校地

JR福島駅

N

福島駅東口地区第一種市街地再開発事業

福島駅東口市街地再開発準備組合提供資料
３０



共創空間１
『にぎわい空間』の

共創
～商業機能～

共創空間２
『つどい空間』の共創
～ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ・ﾎﾃﾙ

機能～

共創空間３
『いこい空間』の共創

～広場機能～

共創空間４
『すまい空間』の共創

～住居機能～

複合用途開発による相互連携・相乗効果・回遊性強化

官民共創による「県都ふくしま」にふさわしい『持続性のあるにぎわい』拠点づくり
～ 南東北の交通結節点と駅前立地を生かした広域交流空間の形成 ～

Ⅱ．開発コンセプト

■開発のコンセプト

■実現に向けた4つの共創空間

福島駅東口地区第一種市街地再開発事業

福島駅東口市街地再開発準備組合提供資料
３１



■本再開発事業は、市街地の土地の合理化かつ健全な高度利用と都市機能の更

新を図るため、建築物及び敷地整備、並びに公益的施設の整備を一体的に行う

ことができる市街地再開発事業による整備を推進し、再開発組合が施行者となる

「第一種市街地再開発事業（権利変換方式）」により事業化を図ります。

Ⅲ．再開発施設計画

【敷地面積】 約12,700㎡（商業地域、防火地域）

【規 模】 高さ約90ⅿ（18階建） 延床面積約84,000㎡

【主要用途】 商業 （1～3F）

業務（オフィス） （8～12F）

公益的施設（コンベンションホールなど） （3～8F）

ホテル（バンケット機能付） （13～17F）

住居（分譲マンション 、賃貸マンション ）

駐車場（自走式）

【施設計画（※ 現時点での構想）】

福島駅東口地区第一種市街地再開発事業

福島駅東口市街地再開発準備組合提供資料
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福島駅東口地区第一種市街地再開発事業

（参考）断面イメージ（あづま陸橋側）
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13FL

車路
　　　　　　　分譲住宅共用部

【2F一部～13F一部】

分譲住宅

【2～13F】

分譲住宅

【2～12F】

賃貸住宅

車路 二輪 車路住宅駐車場 賃貸共用 二輪住宅駐車場車路 通抜

通路

90.6M

（現 辰巳屋ビル高さ 約40M）

福島駅東口市街地再開発準備組合提供資料
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福島駅東口地区第一種市街地再開発事業

（参考）断面イメージ（駅前通り側）

福
島
県
立
医
大
新
学
部
側

福
島
駅
側

JR

18FL

17FL

13FL

12FL

8FL

6FL

5FL

4FL

3FL

1FL

機械式駐車場（2段）約120台

自走式駐車場（屋上）

商業

【2～RF】

自走式駐車場 約560台

通抜

通路

通抜

通路 公園

　　　　　　　　　　　　　　 商業

商業

公益的施設

商業

商業アトリウム

共用エントランス

公益的施設（ホール）

公益的施設（ホール）

RFL

30.9M

90.6

（現 辰巳屋ビル高さ 約40M）

福島駅東口市街地再開発準備組合提供資料
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（参考）1階イメージ（アトリウム・商業・広場）
福島駅東口地区第一種市街地再開発事業

福島駅東口市街地再開発準備組合提供資料
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福島駅東口地区第一種市街地再開発事業

（参考）2～3階イメージ（駐車場・平土間コンベンション）

福島駅東口市街地再開発準備組合提供資料
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福島駅東口地区第一種市街地再開発事業

(参考）4～5階イメージ
（ホテルレストラン・バンケット・コンベンションホール）

福島駅東口市街地再開発準備組合提供資料
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福島駅東口地区第一種市街地再開発事業

（参考）6・8階イメージ（コワーキング・オフィス・分譲住宅）

福島駅東口市街地再開発準備組合提供資料
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福島駅東口地区第一種市街地再開発事業

（参考）13～18階イメージ（ホテル客室・スカイラウンジ）

福島駅東口市街地再開発準備組合提供資料
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７．今後の進め方

第２回委員会において
・本市のコンベンション開催状況
・将来的なコンベンション・催事等の開催予測
（本市のポテンシャルの分析）
・イニシャルコスト・ランニングコストの分析
・経済波及効果等の分析 等

⇒施設規模・機能等についてたたき台を提示予定

⇒全体のスケジュールについては別紙参照
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〜事務連絡〜

※ 次回の委員会は

とき ５月２９日（水）13:30〜

ところ 市役所４階 庁議室

での開催を予定しています。
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